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カーボンフットプリントコミュニケーション 

プログラム事務局 

伊藤 聖子 

カーボンフットプリントで 

コミュニケーション!! 



ＣＦＰコミュニケーションプログラム 

参加マーク 

このマークが目印です。 



  C arbon 

  F ootprint of 

  P roducts 
      製品の 炭素の 足跡 

作って・使って・捨てるまでの、製品の一生を 

通したCO2の排出量を見える化する取り組み。 

カーボンフットプリント 

ＣＦＰって？ 



ライフサイクルフロー図 





様々なＰＣＲ 

日常生活に関係する製品の例 

うるち米（ジャポニカ米） 

野菜および果実 

ビール 

出版物 

ファイル・バインダー 

筆記具類 

ユニフォーム 

タオル製品 

一般照明用ランプ 

ＢtoＢの製品・サービスの例 

建築用断熱材 

宣伝用および業務用印刷物 

アプリケーションサービス 

プラスチック製容器包装 

アミノ酸、ペプチドおよび核酸 

オフィス家具 

魚介類 

平版印刷用PS版 

木材・木質材料 

2012年10月16日現在、79件のCFP-PCRが認定・公開されています。 



STEP1 

•企業がCO2削減のために、ＣＦＰに取り組んでいること
を宣言し、マークの表示によって見える化する 

STEP2 

•どんなことが環境に影響を与えるのか？ 

•どうすれば減らすことができるのか？ 

•自分だけでなく、みんなで減らしてゆく方法を考える 

STEP3 

•つくる人・使う人が、それぞれの立場で自分にできるこ
とを実践する 

 CFPプログラムのねらい 

  

  

 

ライフサイクルを通じた社会全体のCO2を削減する 



環境配慮について、消費者にどう
コミュニケーションするか？ 

・使用時にCO2を出しません 

 

・軽量化による省資源化でとってもエコ！ 

 

・リサイクル●％ 

この表示、どう思いますか？ 



こんな疑問、浮かびませんか？ 

・使用時にCO2を出しません 
  →製造時や廃棄時に出すCO2は？ 
 

・軽量化による省資源化でとってもエコ！ 

  →軽量化するために、素材を変えたような場合、 

   本当にエコになるのかな？ 

・リサイクル●％ 
  →リサイクル材を30％使っているの？ 

   回収によって３０％リサイクルされるの？ 



【参考】グリーンウォッシュの 

10サイン 

例えば… 

1 あいまいなキャッチ エコフレンドリー、環境にやさしい、自然と協和する 

2 裏の顔をもつグリーン商品 環境汚染防止設備が整っていない工場で製造される高効率電球） 

3 暗示的なイメージ図 排気ガスの代わりに花びらを排出する自動車の図 

4 見当違いな主張 主な事業の環境負荷を報告せず、小さな環境活動に焦点を当てる 

5 ○○ナンバーワン！という主張 同業者や同等モデルとの比較 

6 危険をともなうグリーン商品 エコフレンドリーなタバコ 

7 難しすぎる表現 専門家にしか分からないような表現や情報ばかり提供されている 

8 えせ第三者評価・承認 独自のエコラベルの表示 

9 証拠に欠けた主張 事実による裏付けがない 

10 捏造・偽造 … 

グリーンウォッシュとは：本当はエコでない（かもしれない）ものを、 

エコであると見せかけて消費者をミスリードすること 

参考：英国 Futerra社「The Greenwash Guide」 



あなたの会社の製品は、 

ちゃんとコミュニケーションできてますか？ 

せっかくのエコのための努力が、 

うまくコミュニケーションできない状態に 

なっていませんか？ 



カーボンフットプリント 

コミュニケーションプログラムでは 

◆第三者のレビューのもとに定められた 

 製品ごとの算定ルール(CFP-PCR）に従って 

 

◆原材料の調達から廃棄に至るまでの 

 ライフサイクルでのCO2算定を行い 

 

◆算定結果について、検証員（専門家）による 

 第三者検証を受け 

 

◆その数値を登録・公開する 

プログラムに基づき、適切なコミュニケーションになっているか 

第三者が客観的に確認します。 



登録・公開製品の例 

４ｋｇ入り ５ｋｇ入り 

トップバリュグリーンアイ 

特別栽培米 あきたこまち 

宮城県産ひとめぼれ 

（タカラ米穀）5kg 



   CFPの表示例 

CO2の「見える化」 
カーボンフットプリント 

 1袋あたり 

CR-XXYY-ZZZZZ 

 

http://www.cfp-japan.jp 

何が大きな影響を与えるのか、どこを改善努力する
のが効果的なのか、きちんとした根拠のある具体的
な数字を用いてコミュニケーション 

WEBサイト上
の表示例 

（登録情報） 

マークを利用した製品への表示例 

（数値表示、追加情報表示） 



CFPを算定することによる 

メリット 
・自社の製品が環境に対してどんな影響があるのか、今までより広い視野で、 

 より具体的に見えるようになった 

 

・CO2削減に関して、どこを重点的に見直すべきなのかがわかるようになった 

 

・製品・企業をアピールできるポイントが増えた 

 

・サプライチェーンでつながっている人々と、環境に関して継続的に話し合う 

 ネットワークができた 

 

・自社内で環境に関する意識が高まった。自部門以外で起きる環境負荷に 

 ついて意識するようになった 

算定を実施することで、様々な「気づき」を得ています。 
 

→その「気づき」を社内、取引先、消費者と、みんなで共有 

（コミュニケーション）しましょう！ 



CO2だけでなく… 

・算定の過程を取引先と共有することで、相手の環境に対する 

 取組姿勢や、日頃のデータ管理の体制が見える 

 

・自社製品のサプライチェーンの構成がわかる 

→ライフサイクルでデータを把握をすることは、 

単なる企業イメージのためのCSRにとどまらず、 

リスク管理のためでもあり、 

企業成長のチャンスにもなり得る。 



10/19(金）CFP活用セミナー 

カーボンフットプリントに 

取り組んでいる企業の方々に、 

自社の取組と活用方法について 

ご講演をいただきました。 

後日、資料および開催報告を 

カーボンフットプリントの 

Webサイトにて公開予定です。 

 
URL：http://www.cfp-japan.jp 



本日は株式会社デコス 田所憲一様に、 

「CFPの取組と今後の展開方向」 
についてお話しいただきます。 

カーボンフットプリントにご興味を持たれた方は、 

小間番号23「産業環境管理協会」のブースへお越しください！  
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